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1 ．は
’
　 に

　 パーシ ャ ル プ レ ス ト レ ス トコ ン クリ
ー ト （以下 PPC と略記 〉構造は ， 広義で は フ ル プ レ ス ト

レ ス トコ ン クリー ト （PC ）と鉄筋 コ ン ク リート （RC ）の 中間領域をすべ て カ バ ーす る構造を

意味するが ，こ こ で は使用状態の 全設計荷重作用下 で 曲げひ び われ の 発生を許容す る従来の m 種

PC に相 当す る狭義の もの を対象 とす る。　 PPC 構造 とす る こ とによ り，　 PC ，　 RC の 有する欠

点を補う こ とが で きる と ともに ， 緊張銅材 （PC 鋼材 ）と非緊張鋼材 （鉄筋 ）の断面積比 （プ レ

ス ト レス レベ ル ）を変化さ せ る こ とに よ り自由度の高い 断面設計が 可能とな る 。 しか し ，
PPC

で は鉄筋が コ ン クリ
ートの 乾燥収縮ひ ずみお よび プ レ ス トレ ス に よ る ク リ

ープひずみ を拘束する

ため ，鉄筋に は 経時的 に圧縮応力が移行する。こ れは ，コ ン クリー ト断面に対 して は PC 鋼材 に

よるプレ ス トレ ス カ とは 逆方向の 作用 力とな り，コ ン ク リ
ー

トの有効 プレス トレス を減 少 させ る

こ と に な る
1 ｝

。 したが っ て ， PPC の 設計に際 して は ， 長期間経過後の コ ン クリ
ー トの乾燥収縮

・
ク リ

ープに起因する有効プレ ス トレ ス の減少ならびにそれに伴 う諸耐荷性状の変化 を明確に し

て お く必要が ある。

　本研究は ，4 年間種々 の レベ ル の 持続荷重載荷試験 を実施 し，除荷 した後，さらに屋 内また は

屋外に約 3 年間放置 した PPC は りの コ ン ク リ
ー

トの残存プ レ ス トレス を実験 ・理論の 両者よ り

推定する と ともに ， 緊張率 λおよびせ ん 断ス パ ン有効高さ比 a ／d等を主要因 と した静的載荷試験

を実施し ， そ の 基 本的耐荷 性状 を短期材令で 載荷 した もの と比較検討 したもの で あ る 。

．1．LIIIglllEee

　供試は りの形状 ・寸法を図 1 に示す 。また，要因 の詳細を各は りご とに表 1 に示す 。

　供試は りは 2 グ ル ープに分類 し，各 グル ープ内で は最大曲げ耐力の 計算値が ほぼ等 しくな る よ

う配筋 した ePC 鋼材緊張率λ （ニ Ap・fpy／（As・fsy＋ Ap・fpy），
　 fpy：PC 鋼材の 降伏点 ，

　 fsy：鉄

筋の 降伏点）の 値 と して ， グ ル ープ 1 （G1）で は 0 （RC ） ，
0 ，49 （PPC ＞の 2 種類 ， グル

ープ 2 （G2）で は 0 （RC ） ， 0 ，35 ，
0 ．68 （PPC ）の 3 種類を選定 し た 。 本試験に お い

て は，RC は りで は PPC は りと最大曲げ耐力

を合わせ るため に ， PPC と同
一

の PC 鋼材を

断面 内に非緊張の まま配置 し， 前述の 式 によ り

緊張率λ を計算す る際には こ れ らを鉄筋と考え

λ ＝ 0 と した。なお ，コ ン ク リー トの 設計基準

強度は い ずれも 500kgf／cm2 とした 。

　持続荷重は材令約9〜 11週で バ ネに よる 対称 2

点集中荷重方式 （せ ん断 ス パ ン 50cm， 曲げス パ

ン 40cm）に よっ て与え ， 以後約 4 年間継続 して

P／2

a＝50（シリース
゜
A，　a／d＝ 3．0）

a＝35（シリース
’
B，　a／d昌2．0）

並 宀

響圃
図 1　 供試は りの形状 ・寸法

鉄 筋
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表 1　 供試は りの 種類

コング丿一ト強度（kぎf／  2
）＊5 放置

場所供 試 体

　 　 ＊2
鰤
As

　 　 ＊3PC
銅材

　Ap
緊張率
　 λ

　 　 　＊4
鋼材指数
　 q

持続 載荷

荷重凶
’
ル

（t。nf ） fcI Ec

閣0，1−A2D107 ．40 ．490 ．1311 ．565523 ．83xlO5 タ＊1G1

閧0。2−A2D10 φ7．40 ．490 ．13II （2．24） 5313 ．48x105 屋内

旧0．3−A2D107 ，4o ．490 ．13lll 　3．085313 ．48× 105 屋座
瞠0．4−A2D10 ，φ7．4 一 00 ．13m （2．鉚 5313 ．48XlO5 屋

シ

リ

1
ズ

A

閥0．5−A2D13 φ7．40 ．350 ．181 （1．68） 5523 ．83× 105 屋外＊iG2
鬪0．6−A2D137 ．40 ．350 ．18 田 4．お 5313 ．48x105 内

鬪o。7−A2D10 110 ．680 ．22 田 4．085833 ．58× 105 默
闘O．8−A2D13 　 7．4 一 00 ．18lii 　 3．445833 ．58× 105
闘o．1−B2D107 ．4O ，490 ．工311 ．565523 ．83× 10＊1G1
歸02 −B2D107 ．40 ．490 ，13II 　 2．2453 工 3．48× 105 盥
国0．3−B2D107 。40 ．490 ．13Ill 　 3．085313 ．48x105 屋

闘04 −B2D10 ，φ7．4 一 00 ，13Ill 　2．375313 ．48× 105 外

シ

リ

1
ズ

B

牌0．5−B2D137 ．40 ．350 ．18Il ．685523 ．83x105 屋＊1G2
ド0．6−B2D137 ．40 ．350 ．18 跚 4，385313 ，48x105 屋内
闘O．7−B2D10110 、680 ．22Il14 ．08583

’
3．58x105

四〇．B−B2D13 　 7．4 ｝ 00 ．18lll 　3．445833 ．58x105

＊1 最大曲頃耐力の計算値がほ ぼ等 しい グループ
＊2　DIO：fsr4100kgf／cm2，　D13：fsF420ekgf／  2

t3 　φ7．4：fpy＝ 14COOkgf／cm2 ，　φ11：fpy＝14000kgf／cm2
＊4q ＝Ap・fpy／（b・dp・fc

卩

）↓As・fsy／（b・ds・fc
’

）
＊5 持続試験開始時 く材令 9〜11 週 ）

載荷 した 。持続載荷荷重 レベ ル は ， グ ル ープ 1 で は
，

1 ．死荷重 ， II．死荷重 と設計荷重の 中間

の 荷重 ， お よび ， III．設計荷重の 3 レ ベ ル とした。一
方 ， グ ル ープ 2 で は ， 1 ．死荷重お よび IH，

設計荷重の 2 レベ ルと した。ただ し ， こ こ で用い た 死荷重 とは断面下縁 コ ン ク リー ト応力度が土

木学会PC 標準示方書 （昭和53年制定 ）に定め られ て い る許容曲げ引張応力度に達する時の 荷重

の計算値で あ り， また ， 設計荷重 とは同示方書で鋼材図心位置で の コ ン クリー ト応力度が 0 とな

る状態か らの鋼材応力度の 増加量が 2000kgf／cm2 （最大ひび われ幅0．2  程度 ）に対応する荷重の

計算値で あ る。こ れ ら の 具体的な 値は表 1 に 示す とお りで あ る 。

　す べ て の は り に は ， 土木学会 PC 標準示方書の 規定 に より ， せ ん 断破壊が 先行 しな い ように，

せ ん 断ス パ ン内に矩形ス ターラ ッ プ（φ6  ）を配置 した 。

　載荷方法は 2 シ リ
ーズ とし，シ リーズ A で は短期材令に お ける載荷試験結果 （持続載荷せず ，

材令約 11〜 12週で 静的載荷試験を実施） と比較す る た め に a／d＝ 3．0と し， シ リーズ B で は a／d＝

2．0とした対称 2 点集中載荷 と した。
　 　 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε

s
3 ．一
　　　　　　お よび 　　　　　　　　　　　　　　　　　『

一一一 噸

1 ）残存プ レス トレス

　本研究に お い て は ， PPC は りの 断面 下縁部コ

ン ク リー トの 残存プ レ ス ト レ ス を載荷試験にお け

るひびわ れ再開口荷重 または曲げひびわれ発生荷

重か ら算 出する と とも に （実測値）， 以下に示す

よ うな方法 2 ）
で 理論的 に求めた （計算値 ）。

　図 2 に 示す ように ，
コ ン ク リートの 一様な自由

乾燥収縮ひずみ ε ， （A − A
’
）は ， 鉄筋が存在す

る場合にはそ の拘束に より （B − B ’

）の よう に 減

じられる。こ の時 ε ，

’

，θ
’

は次式で 表すこ とがで

き る 。

GI

y

AI B

図 2　 ひずみ 分布図
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　 EsJ ＝ ［1 −ns ρ s （1 十φ t ／2 ）／（1 十ng ρ 5 μ ）］ε 5
＝ kl ε s 　・・・・・・・・…　一・・・・・・・…　一（1）

　 θ
， ＝［n5Ase5 （1 ＋φ t／2 ）／｛（1 ＋n 。ρ 。μ ）lc ｝］ε ＄

＝ k2 ε 5 　… … … … ・・… ・…　（2）

　 xt　＝ 1 ＋ e 。

2Ae
／1 。 ，　 ns ＝ E 。 ／E 。 ， ρ。＝ As ／Ac　… … …　… ・・… ・t−・・… … … ・（3）

　 こ こ に ， As ，　 A 。 ： そ れぞれ軸方向鉄筋 ，
コ ン クリ

ートの断面積 ， 1 。 ： コ ンク リー ト純断面

の G − G 軸に関す る断面 2 次モ ーメ ン ト， e 、： G − G 軸か ら鉄筋 まで の 距 離，
　 E ， ，

　 E 。 ： そ れ

ぞ れ鉄筋 ， コ ン ク リー トの 弾性係数 ， φ t ： コ ン クリートの クリ
ープ係数， ε s ： コ ン ク リートの

乾燥収縮ひずみ。

　 ε 、

’

と θ
’

を鉄筋の 存在下で の軸方向乾燥収縮ひ ずみお よび回転角ひずみ と考え ， さらに ， 次

式
3 ）

で与え られ る鉄筋 コ ン クリ
ー ト断面の見か け の ク リープ係twφ t

’
を導入する 。

　 φt

’
＝ ［1 −

（α ＋ β）ノ2 ］φ t　…　−ny …　一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　。・・…　一・・・・・・・・・・…　（4）

　 α ＝A 。 E 。 ／（A 。 E 。＋A 。Ec ）， β ＝ 工 sE 。ノ（1 。 E 。
＋ 工 。 E 。 ）　

・・・…
　… ・… … ・… … ・（5）

　 こ こ に ， 1 。 ： G − G 軸に関する鉄筋の断面 2 次モーメ ン ト。

　 こ の φ t
’
と ε ，

’

を用 い る こ とに より ， 鉄筋を有す る場合の PC 鋼材の プ レス トレ ス 損失量△ P

は そ れを有 しな い場合 と同様の 方法
a ）

で 計算する こ と が で き る。す なわち ，

　△ P ＝［np ρ p／（1 ＋np ρ pμ
’
）］・［μ

， P φt
，

＋E 。 A 。

’

（k ，
−k2ep ）ε 。 ］　… ny −… … … （6）

　 μ
，

＝ 1 ＋ep2Ac
’Ilcd， np ＝ Ep ／E 。 ， ρ p

＝Ap ／Ac
’
　・…　… ・一… ・… ・・一… … ・（7）

　こ こ に ，Ap ，　 A ♂ ：そ れぞ れ PC 鋼材の 断面積 ， 鉄筋を考慮 した コ ン クリ
ー トの 換算断面積 ，

1 ，

’

： 鉄筋を考慮 した コ ン ク リー トの 換算断面の G
’− G

’
軸 に関する断面 2 次モ ー

メ ン ト， ep

： G ’ − G ’

軸か ら PC 鋼材 まで の 距離，　 Ep ： PC 鋼材の 弾性係数 ，
　 P ：初期プレ ス ト レ ス カ。

　また ，
コ ン ク リー トの乾燥収縮 ・クリープに伴 う鉄筋へ の圧縮力の 移行量△ C は以 下 の 式で与

え られる 。

　 △ C ＝ E5A5 （ε 十θ es
，
）　・・一・・・・・・・…　一・一・・6・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・（8）

　 ε ニ （P φ t
’一△ P ）〆（E 。 A 。

’
）− np ρ p γ／［EcAc

’

（1 ＋np ρ pμ
「

）］＋k1 ε s 　・・・・・・・・…　（9）

　θ ＝ep （P φ t
， 一

△ P ）／（E 。leJ ）
− epnp ρ p γ／［Eclc

’
（1 ＋np ρ p μ

’

）］−k ， ε s 　・…　（10）

　 γ
＝

μ
P 「
φ tt2P ／2 ＋EcAc

’
（krk2ep ）ε s φt

，

　… ・・… ・・…　… … … ・・… … …　（11）

　 こ こ に ，e 。

’

： G
’ − Gd軸か ら鉄筋まで の 距離 。

　△ P ， △ C よ り， コ ン ク リ
ー

ト断面引張縁の有効プ レス トレス σ 。 t は次式 によ っ て 求め る こ と

が で きる 。

　 σ 。 t
＝ （P −△ P ）／Ac

’

＋（P −△ P ）epy
’

／1 ♂一△ C ／Ac −△ Ce ．y ／1 。　 ・… … … … （12）

　こ こ に ， y ，
　 y

’

： それぞ れ コ ン ク リ
ー

ト下縁か ら G − G 軸お よび G
’ − G

’
軸 まで の距離 。

　計算にあた っ て ，
コ ン ク リー トの乾燥収縮ひずみ ε 。 お よびクリープ係数 φ， の値 と しては ，土

木学会 コ ン クリ
ー

ト標準示方書 （昭和 61 年制定 ）を参考に して ， ε 。
＝270× 10

’6
， φ t

＝ 3．1と

した 。 こ れ らの 計算値を実測値と併せ て 表 2 に示す 。

　表 2 の よ う に ， 計算値と実測値は お お む ね
一

致 して お り ， PPC は りの コ ン ク リー ト断面 にお

ける残存プ レス トレス は上述の 方法に よ り精度良く推定で きる こ とが示 された。また ，PC 鋼材

量 が等 しい供試体NO．1〜3とNO．5，6を比較する と鉄筋量の多い NO．5，6で は コ ンク リー トの 乾燥収

縮 ・クリ
ープに よるプ レ ス トレ スカの 鉄筋へ の 移行量が大き くなるため ， 導入時に 30kgf／cm2 程

度存在 して い た断面下縁の プ レス トレス は ほ とん ど消失 して い る ことが認め られる。さ らに，P

C 鋼材量の 多い NO．7は ，
　 NO．1〜 3に較べ て 残存プ レ ス トレ ス は大 き い も の の ， 導入 力が大 き い た

め ク リープの 影響が大 とな り ， プ レス トレス の 損失量も大き くな っ て い る。
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表 2　 PPC は りの 残存プ レ ス ト レ ス

il麦　 荷 　 旧、
プ レス トレ ス導入時

計　 算 　 　値 験 値
供 試 体

PC鋼材

のプ レス

トレスカ

（な）nf ）

断面下縁

ア レスト以

（kgf／  ）

残存プ

以 トレス

カ

（しonf）

プレ＊1

λトレス力

減少量

（tonf）

鉄筋移行

プ レスト以

力　△ C
（tonf）

断面下縁

嬲
　プ レスト以

（k目fノ 
2
）

　下縁 ＊2
プ レストレス

減少量
（k琶f〆c皿2

）

ひび われ再

開口 （発生 ）

荷重
　（tonf）

断面下縁

嬲

　プ以 トレス

（  f／cm2）

　下 縁 綿

プ以 ト以

減少量

（kgf／  2）

闘0．1−A3 ．4128 ，23 、10O ．311 ，188 ，819 ，42 ．0210 ．118 ．1
削0．2−A3 ．3828 ．03 ．060 ．321 ．207 ，820 ，20 ．258 ．819 ．2
国0．3−A3 ．4r27 ，93 ．09O ．321 ，217 ，920 ，00 ．258 ，819 ．1
HO，5−A3 ．7124 ，13 ．420 ．291 ．87 一2 ，226 ．3 （1 ．74 一2 ．426 ，5
m ．6−A3 ．7528 ．63 ．450 ．301 ，92 一3 ，131 ，70 ．0 0 ．O28 ．6
四〇．7−A7 ，6758 ．76 ．511 ．161 ，8828 ．230 ，50 ．5017 ．64 ユ．1
NO．1−B3 ．4027 ，43 ．090 ．311 ，188 ．719 ．72 ，9712 、215 、2
m ．2−B3 ．4429 ．83 ．120 ，321 ．228 ．121 ．70 ，235 。724 ，1
四〇．3−B3 ．4128 ．63 ．09O ．321 ．217 ．920 ．70 ，235 ．722 ，9
m ．5−B3 ．6821 ，83 ．39o ．器 1．87 一2 ．324 ．12 ，23 一8 ．230 ．0
四〇，6−B3 ．7426 ，53 ，440 ．301 ．91 一3 ．229 ．70 ．276 ．420 ，1
四〇．7−B7 ．田 58 ，76 ．511 ．161 ．8828 ．230 ．50 ，7518 ．440 ，3

＊1 （導入時ブ レス トレス カ）一（PC 鋼材の 残存プ レス トレス カ（計算値））
＊Z （導入時断面下縁プレ ス トレス）

一
（断面下縁残存ブレス トレス（謝算値））

＊3 （導入時断面下縁ブレス トレス）一（断面下縁残存ブレス トレス（実験値））

　 な お ， 本実験 で は持続載　　表 3　静的載荷試験結果

荷荷重レ ベ ル の 影響に関 し

て は ，グ ループ 1 で死荷重

レベ ル （1 ）の は り（NO．1）

の 残存プ レス トレ ス が他の

レベ ルの もの （NO．2 ，NO．3）に

較 べ 若干大 きくな っ て い る

も の の ， 有意な 差異 は は ほ

とん ど認め ら れ なか っ た。

2 ）最大耐力 ・破壊性状

　静的載荷試験の 結果 を表

3 に 示す 。

　 a ／d＝ 3．0の シ リーズ A の は

りはすべ て 曲げ破壊 を呈 し　 ＊ 最大曲け耐 力の副算 値が ほぼ等 しV ・グル
ープ

た の に対 し ， a／d＝2．0の シ リ

ー
ズ B の は りはす べ て せ ん 断圧縮破壊を呈 した 。 しか し， 最大耐力は い ずれ も終局曲げ強度理論

に よ る計算値を上 回っ て い る 。 また短期材令で の載荷試験結果 と の比較によ り ， 設計荷重 レ ベ ル

以 下 の持続荷重載荷お よび そ の後の 長期間屋内 ・外放置 による影響は全く認め られず ， 屋外放置

の場合で も鋼材腐食等 に よ る耐力低下 が な か っ た こ とを示 して い る。

3 ）最大ひびわれ幅

　荷重 一最大ひ びわ れ幅（P −Wmax）関係 を図 3 に示す。

　
一部の 供試体を除き，長期間経過後の PPC は りは短期材令で載荷 したもの と比較 して同一荷

重 に対す るW 皿axが大き くな り， プ レス トレ ス損失の影響が明白にうか がえる。また ， 持続荷重

レ ベ ルが 死荷重 （1 ）と設計荷 重 （III）の は りを比較す ると ， い ずれ の グループ に お い て も設計

荷重付近（3tQnf）ま で は持続荷重 レベ ルを死荷重 とした は りの方が Wmax は 小さくなるが ， 設計荷

最大耐力　 （tonf＞
供 試 体

計算値 実験値 実験値

（短期材令）

じん性率

　　 （短期材令 ）

閥0，1−A 8 ．09 3 ．91＊

G1 賢0．2−A6 ．548 ．307 ．85，8．034 ．244 ．23
醒0．3−A 8 ．29 3 ，11
国0．4−A6 ．547 ．968 ．25， 8．006 ，114 ，76

シ

リ

1
ズ

A

国0，5−A 11 、50 2 ．16＊

G2 国0．6−A9 ，2610 ．8311 ．34， 1LO52
．832

．06

四〇、  A9 ．201L 　961L49 ，11．903 ．022 ．52
配0．8−A9 ．2610 ，7510 ．80　 11．103 ．434 ．00
四〇．1−B 12 ．23 3 ．12＊

G1NO ．2−B9 ．3512 ．61 3 ．68
閧α 3−B 11 ．92 2 ．89
閧0．4−B9 、3512 ．48 4 ．48

シ

リ

1
ズ

B

困0，5−B 16 ．89
一

2 ．95
一

潔

G2 四〇．6−B13
．2316 ．工3 2 ．74

国O．7−B13 ，1417 ．19 2 ．33
国0．8−B13 ．2315 ．60 3 ．62
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重以降の荷重段階では む しろそ の 逆の 傾

向を示す こ とが うかが え る 。こ れ は ， 持

続荷 重を死荷重 レベ ル と したは りで は ，

長期持続荷重載荷下で も曲げひ び わ れ が

発生 して い な い ため ， 設計荷重付近で新

た に発生 したひ びわ れ の 影響によ り，コ

ン クリ
ー トの負担引張力が急激 に鉄筋へ

移行する こ とに よ りWmax が 増大す る こ と ，

すな わ ち ，ひび われ の 発生 に伴う著 しい

応力ジャ ン プによる もの と考え られ る 。

一方，A ，　 B 両 シ リ
ーズ とも同

一
荷重 に

対す るWmax の 値は ，
0．15mm程度ま で の範

囲 内では緊張率 λの 最 も大 きな PPC は

り （NO．7）で 最 も小さ くな る が ，
λ の 小

さ い PPC は り （NO．1〜NO．3お よび NO．5，

NO．6）で は コ ン クリ
ー ト下縁部の プ レ ス

トレス が ほ とん ど消失 し て い る ため ， そ

れぞれ対応する RC は り （NO，4，
　 NO．8）

と顕著 な差異は認 め ら れな い
。

4 ）た わ み性状お よび じん性率

　荷重
一

たわ み （P 一
δ ）関係の 一例を図

4 に 示す 。 また ， 各は りの じん性率を表

　 　
一

闢0．1−A
P（t）

一一一 一NO，2−A 　 P（t ）

1・ 　1・

　 　
　 　　　
　 ）　 m ）
00

．20 ．40 ．60 ．80　 　　　 　　 　　 　　 　　　 0．2　0．4　0．6　0．8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 P（t）P（t ）

15　　　 　　　 　　　　 　　 15

1°

　
1°

5 　 5

　 　 ）　 mm ）

0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．2 　0．4 　0．6 　0．8　 　 0．2　0r4 　0r6 　0．8
P（t）　　　　　　　　　　　　　　P（
15　　　　　　　　　　　　 15

10　 　 10
　
　 8）
5 5）5

　
0O

．2　0．4 　0．6 　0．8
　 　　 　 Wmax（mm ）

8）
5）

O．2 　0．4 　0．6 　0，8
　　　 　 凵max （而 m ）

図 3　荷重 一
最大ひびわ れ幅関係
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図 4　 荷重 一
たわみ関係
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3 に示す 。 なお ， こ こ で い うじん性率は ， 降伏荷重時の たわ み に対する最大荷重時の た わ み の 比

で定義 したもので ある。

　 持続載荷荷重が死荷重 レベ ル の は りで はひびわ れを生 じて い な い ため初期ひびわ れ発生荷重 ま

で の部材剛性が若 干高くな るもの の ， 持続載荷荷重による明瞭な差異は認め られな い 。 また ， 短

期材令で載荷 した もの と比較 して も ， そ の差異は ほ とん ど認め られな い e

　表 3 よ り，シ リーズ A の はりの じん性率は短期材令の も の と較べ ほ とん ど変化な く ， 長期 間経

過後に お い て も部材 じん性は低 下 しな い こ とが認め られる。また，同様に持続載荷荷重 レ ベ ル に

よ る差異も顕著で な い 。一
方， 同

一
シ リーズ内におい て は緊張率 λ の増加 とともに じん性率が低

下 する傾向が 認め られ る 。 また ， a／d＝ 2．0と したせ ん断卓越型 の シ リーズ B のは りで は ， せ ん断

ひ びわれ の 発達が顕著 とな り ， a／d＝ 3．0と した 曲げ卓越型の シ リ
ーズ A の 対応す るは りよ りも じ

ん 性率が 小さ くな る こ とが示され た。

蝋

　 本研究で は ， 約 4 年間の 持続荷重載荷試験 を実施 し た後 ， 除荷 した状態で 約 3 年間屋 内または

屋 外に放置 した PPC は りの残存プレス トレス と基本的な耐荷性状を検討 した 。 得 られた主な結

論 を以下 に示す 。

1 ）長期間経過 した PPC は りで は，コ ン ク リートの 乾燥収縮 ・ク リープに伴 い プ レ ス トレ ス カ

が鉄筋に移行する た め ， コ ン ク リー ト断面下縁部に作用する有効 な残存プレ ス ト レ ス が著 しく減

少 す る 。 そ の 減少量は鉄筋量が増大す るほ ど大 き くな る 。 ま た ， こ の よ うな残存プ レ ス トレ ス は

本研究で 採用 した手法 に よ り か な り精度良く推定で きる 。

2 ）コ ン クリ
ー トの 残存 プレ ス ト レ ス の 滅少に伴い ， 長期間経過 した PPC は りの ひ び わ れ幅制

御能力は短期材令で 載荷 したもの と較 べ て低下す る 。 また ， 荷重 一最大ひ び われ幅関係 は持続載

荷荷重レ ベ ル に よっ て影響を受け ， 持続載荷荷重 レベ ル を死荷重 と した はりの 設計荷重以降の 同
一荷重に対す る最大ひび わ れ幅は ， 新 しい ひびわれ の 発生 に伴 う鉄筋 へ の急激な引張応力の 移行

（応力ジ ャ ン プ ）の ため ， 持続載荷荷重 レベ ルを設計荷重 と したもの よ りも む しろ大き くな る。

3 ）持続荷重 レ ベ ル を設計荷重 と した は り は既に ひ び わ れ を有 して い る ため ， 短期材令で載荷 し

たは りお よび持続荷重 レベ ルを死荷重 とした は りに較べ て 初期剛性は 低下す る 。 しか し， 降伏荷

重 ， 最大耐力お よび じん 性率に関 して は長期間放置お よび持続載荷荷重 レ ベ ル に よ る 影響は ほ と

ん ど認め られ な い 。
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